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千代田区内の保育施設には、敷地が狭く園
庭を持たないという特有の課題がある。子ど
もたちがのびのびと遊ぶ空間の確保が急務と
なっている。

本学が有する「物的・空間的環境（プレー
ルーム）」と「人的資源（教員・学生等）」
を開放する。地域の子どもたちへ充実した遊
びの環境を提供するとともに、学生の実践的
な学びを深めることを目的とする。

実施概要と活動環境 子どもの発達の学び
0・1歳児の姿
感覚的な遊びへの没頭
音の鳴るおもちゃやクーゲルバーンなど、感覚
を刺激する遊びに長く集中する姿が観察された。

2歳児の姿
認知機能の実践的確認
おもちゃに対する独占欲（自己中心性）や、
視覚以外の音を手がかりにした空間認識の発
達段階を実践的に確認できた。

保育者の姿からの学び（連携）

まとめ 地域貢献としての成果と学生の学び 今後の課題と次年度への展望

自然なサポート連携
帰りたくない子への
対応や、靴を履かせる
場面などにおいて、複
数の保育者同士が言葉
を交わさずとも自然に
連携して対応している
場面があった。

情報共有による促し
「こういうおもちゃが好
きなんだね」と保育者間
で意図的にコミュニケー
ション（情報共有）を取
りながら、子どもの興味
を引き出し成長を促す関
わりを実践していた。

空間全体のバランス
各コーナーに大人が適
切に配置されるよう連
携を図り、空間全体の
バランスを取ることで、
子ども同士のトラブル
が少なく落ち着いた環
境を作れることに気づ
いた。

目的：資源の開放と実践的学び


